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３．「就職活動時期後ろ倒し」に関する学生の認識 

（１）「就職活動時期後ろ倒し」に関する認識・周知の状況 

各学年の学生に対し、「就職活動時期後ろ倒し」について知っていたかをたずねたところ 10、大学 4
年生、ならびに大学院修士課程（博士前期課程）2 年生では、「よく知っていた」の回答割合がそれぞ

れ 50.3%、52.8%と半数以上となっており、「ある程度知っていた」の回答との合計は 95%程度になっ

ている（図表 3-1-1）。なお、大学 1 年生や大学 2 年生では、「知らなかった」との回答割合がそれぞ

れ 33.5%、15.7%と比較的高くなっている 11。 
また、大学 4 年生・大学院修士課程（博士前期課程）2 年生に対して、「就職活動時期後ろ倒し」等

の就職活動のスケジュールに関する情報を十分に得ることができていたかについてたずねたところ、

「十分に得ることができた」との回答割合がそれぞれ 29.4%、31.0%となっており、「必要最低限の情

報は得ることができた」の回答との合計は、それぞれ 86.8%、86.9%と 9 割近くになっている（図表

3-1-2）。 
 
 

図表 3-1-1 学年別、「就職活動時期後ろ倒し」の認知度 

 
 

図表 3-1-2 就職活動のスケジュールに関する情報の取得状況 

 
  

                                                   
10 大学 1 年生～大学 3 年生、大学院修士課程（博士前期課程）1 年生については「あなたは「就職活動時期後ろ倒し」

について知っていましたか」としてたずね、大学 4 年生と大学院修士課程（博士前期課程）2 年生については「あなた
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11 昨年度調査では、「知っている」「知らなかった」の二つの選択肢で調査しており、大学 2 年生の「知らなかった」の

割合は 44.1%となっている。また、大学 3 年生・大学 4 年生でも約 2 割が「知らなかった」となっている。 
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（２）「就職活動時期後ろ倒し」によって生じた期間の活用 
①大学生の認識、実際の活用状況 

大学 1～3 年生、大学院修士課程（博士前期課程）1 年生に対して、「時期変更によって生じた期間」

（大学 3 年生時又は大学院修士課程（博士前期課程）1 年生時の 12 月から 3 月まで 12）をどのよう

なことに有効活用しようと思うかについてたずねた。また、大学 4 年生・大学院修士課程（博士前期

課程）2 年生に対しては、同期間を実際にどのように有効活用したかについてたずねた。 
大学 1 年生～3 年生についてみると、全体として、「授業」や「ゼミ・研究活動」などの学修、「イ

ンターンシップ」や「業界研究などの就活準備」「資格取得」などの就職に向けた準備に関する回答割

合が相対的に高くなっている 13（図表 3-2-1）。特に、大学 3 年生については「インターンシップ」や

「業界研究などの就活準備」に関して、大学 1 年生・大学 2 年生と比較して回答割合が高くなってい

る。 
 

図表 3-2-1 大学 1 年生～大学 3 年生、「時期変更によって生じた期間」の 

活用方法に関する認識（最大 3 つまで選択） 
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13 昨年度調査の結果ではどのように有効活用しようと思うかについて「アルバイト」の回答割合が比較的高くなってお

り、若干傾向が異なる結果となっている。 
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大学 4 年生に関して、「時期変更によって生じた期間」を実際にどのように有効活用したかについ

てみると、「授業」「業界研究などの就活準備」「アルバイト」の順で回答割合が高くなっている（図

表 3-2-2）。 
大学 1 年生～3 年生の回答と対比してみると、大学 4 年生の中で「資格取得」のために活用した

と回答した者の割合は比較的低く（大学 3 年生 28.6%、大学 4 年生 7.6%）、他方で「アルバイト」

については割合が比較的高く（大学 3 年生 15.9%、大学 4 年生 30.6%）なっている（図表 3-2-1 参

照）。 
 

図表 3-2-2 大学 4 年生、「時期変更によって生じた期間」の 
活用状況（最大 3 つまで選択） 
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②大学院生の認識、実際の活用状況 

「時期変更によって生じた期間」の活用に関し、大学院修士課程（博士前期課程）1 年生の認識に

ついてみると、80.9%の者が「ゼミ・研究活動」と回答しており、特に高くなっている（図表 3-2-3）。
また、次いで「業界研究などの就活準備」「インターンシップ」「授業」の順で回答割合が高くなって

いる。 
大学院修士課程（博士前期課程）2 年生に関して実際の活用状況についてみると、「ゼミ・研究活動」

が 72.2%と回答割合が高く、次いで「業界研究などの就活準備」「授業」「インターンシップ」の順で

割合が高くなっている（図表 3-2-4）。 
 

図表 3-2-3 大学院修士課程（博士前期課程）1 年生、「時期変更によって生じた期間」の 

活用方法に関する認識（最大 3 つまで選択） 

  
図表 3-2-4 大学院修士課程（博士前期課程）2 年生、「時期変更によって生じた期間」の 

活用状況（最大 3 つまで選択） 
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③文系・理系別の「時期変更によって生じた期間」の活用状況 

「時期変更によって生じた期間」の活用状況について文系・理系別にみると、大学 4 年生について

は文系・理系別に回答傾向にそれほど大きな差異はみられないが、大学院修士課程（博士前期課程）

2 年生については、理系の学生では「ゼミ・研究活動」のほか、「業界研究などの就活準備」や「イン

ターンシップ」について、文系の学生に比べて回答割合が高くなっている（図表 3-2-5、図表 3-2-6）。 
 

図表 3-2-5 大学 4 年生の文系・理系別、「時期変更によって生じた期間」の 
活用状況（最大 3 つまで選択） 

  
図表 3-2-6 大学院修士課程（博士前期課程）2 年生の文系・理系別、「時期変更によって 

生じた期間」の活用状況（最大 3 つまで選択） 
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（３）「就職活動時期後ろ倒し」のよい影響に関する認識 
①大学生の認識 

大学 1～3 年生、大学院修士課程（博士前期課程）1 年生に対して、「就職活動時期後ろ倒し」につ

いて、よい影響があると思うことについてたずねた。また、大学 4 年生・大学院修士課程（博士前期

課程）2 年生に対しては、実際によい影響があったと思うことについてたずねた。 
大学 1 年生～大学 3 年生についてみると、「主に大学 3 年生時（大学院修士課程（博士前期課程）

1 年生時）の学修時間をより多く確保することができる」「企業や仕事のことを調べる時間をより多く

確保することができる」「自身の進路のことをよりじっくりと考える時間を持つことができる」につ

いて、それぞれ回答割合がおおむね 3 割以上となっている（図表 3-3-1）。大学 3 年生については、「イ

ンターンシップに参加する機会が増加する」の回答も 3 割以上となっている。 
 

図表 3-3-1 大学 1 年生～大学 3 年生、「就職活動時期後ろ倒し」について 
よい影響があると思うこと（最大 3 つまで選択） 
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大学 4 年生に関して、「就職活動時期後ろ倒し」についてよい影響があったと思うことについてみ

ると、45.4%が「特にない」との回答であった（図表 3-3-2）。他方で、よい影響があったと考えられ

る点として、「主に大学 3 年生時の学修時間をより多く確保することができた」「自身の進路のことを

よりじっくりと考える時間を持つことができた」「企業や仕事のことを調べる時間をより多く確保す

ることができた」について回答割合が比較的高くなっている。 
 

図表 3-3-2 大学 4 年生、「就職活動時期後ろ倒し」について 
よい影響があったと思うこと（最大 3 つまで選択） 

 
 
 

 

  

19.7 

5.0 

1.0 

2.1 

12.0 

16.3 

19.3 

6.0 

10.1 

2.3 

45.4 

3.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

主に大学３年生時（大学院修士課程（博士前期課程）１年生

時）の学修時間をより多く確保することができた

大学／大学院での専門分野についてより多く学んだ上で

就職活動を行えた

海外の大学に留学する機会が増加した

海外へ留学し帰国した後に就職活動ができた

インターンシップに参加する機会が増加した

企業や仕事のことを調べる時間をより多く

確保することができた

自身の進路のことをよりじっくりと考える

時間を持つことができた

就職活動期間が比較的短くて済むようになった

ボランティア、部活動、クラブやサークル活動など

課外活動に取り組む機会が充実した

その他

特にない

わからない

大学4年生(n=1,614)



40 
 

②大学院生の認識 

大学院修士課程（博士前期課程）1 年生に関して、「就職活動時期後ろ倒し」についてよい影響があ

ると思うことについてみると、「特にない」の回答割合が 33.3%と最も高くなっているが、「大学／大

学院での専門分野についてより多く学んだ上で就職活動を行える」が 27.4%で 2 番目に高くなってい

る（図表 3-3-3）。 
大学院修士課程（博士前期課程）2 年生に関して、よい影響があったと思うことについてたずねた

ところ、49.6%が「特にない」との回答であったが、他方で、よい影響があったと考えられる点とし

て、「大学／大学院での専門分野についてより多く学んだ上で就職活動を行えた」「主に大学院修士課

程（博士前期課程）1 年生時の学習時間をより多く確保することができた」「自身の進路のことをより

じっくりと考える時間を持つことができた」について回答割合が比較的高くなっている（図表 3-3-4）。 
 

図表 3-3-3 大学院修士課程（博士前期課程）1 年生、「就職活動時期後ろ倒し」について 
よい影響があると思うこと（最大 3 つまで選択） 

  
図表 3-3-4 大学院修士課程（博士前期課程）2 年生、「就職活動時期後ろ倒し」について 

よい影響があったと思うこと（最大 3 つまで選択） 
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確保することができた

自身の進路のことをよりじっくりと考える

時間を持つことができた

就職活動期間が比較的短くて済むようになった

ボランティア、部活動、クラブやサークル活動など

課外活動に取り組む機会が充実した

その他

特にない

わからない

大学院修士課程（博士前期課程）2年生(n=506)
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（４）「就職活動時期後ろ倒し」に関する不安や課題等に関する認識 
①大学生の認識 

大学 1～3 年生、大学院修士課程（博士前期課程）1 年生に対して、「就職活動時期後ろ倒し」につ

いて、不安に思っていることをたずねた。また、大学 4 年生・大学院修士課程（博士前期課程）2 年

生に対しては、就職活動中に課題になったことをたずねた。 
大学 1 年生～大学 3 年生についてみると、それぞれ「就職先決定までの期間が短くなり、就職先が

決まらない可能性がある」の回答割合が最も高くなっている 14（図表 3-4-1）。また、大学 3 年生につ

いては、大学 1 年生・大学 2 年生と比べて、「就職活動の期間が実質的に長期化し、負担が大きくな

る」や「どのように就職活動に臨めばよいかよくわからない」の回答割合が比較的高くなっている。 
 

図表 3-4-1 大学 1 年生～大学 3 年生、「就職活動時期後ろ倒し」について 
不安に思っていること（最大 3 つまで選択） 

 
 

  

                                                   
14 選択肢の設定等が異なるが、時期の変更にあたっての不安として、昨年度調査においても、「就職先決定までの時期

が短くなり、就職先が決まらないかもしれない」の回答割合が高いという結果になっている。 
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34.6 
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32.2 

9.5 
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1.8 

2.6 

4.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

主に大学４年生時（大学院修士課程（博士前期課程）２年生

時）の授業と重なり、授業がおろそかになる

卒業論文（研究）・修士論文（研究）の時期と重なり、

論文（研究）のための時間が十分に確保できない

教育実習と時期が重なる

就職先決定までの期間が短くなり、就職先が決まらない

可能性がある

就職活動の期間が実質的に長期化し、負担が大きくなる

どのように就職活動に臨めばよいかよくわからない

企業に関する情報収集の期間が長くなり、もどかしい

ボランティア、部活動、クラブやサークル活動など

課外活動に取り組む機会が減る

その他

特にない

わからない

大学1年生(n=480) 大学2年生(n=489) 大学3年生(n=608)
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大学 4 年生に関して、「就職活動時期後ろ倒し」について就職活動中に課題になったことをみると、

「就職活動の期間が実質的に長期化し、負担が大きくなった 15」の回答割合が 57.0%と最も高くなっ

ている（図表 3-4-2）。次いで、「卒業論文（研究）の時期と重なり、論文（研究）のための時間が十分

に確保できなかった」「主に大学 4 年生時の授業と重なり、授業かおろそかになった」「どのように就

職活動に臨めばよいかよくわからなかった」の順で割合が高くなっている。 
なお、大学 1 年生～3 年生の回答と対比してみると、大学 4 年生の中で「就職先決定までの期間が

短くなり、就職先が決まらない可能性があった」と回答した者の割合は比較的低くなっていることが

わかる（図表 3-4-1 参照）。 
 

図表 3-4-2 大学 4 年生、「就職活動時期後ろ倒し」について 
就職活動中に課題になったこと（最大 3 つまで選択） 

 
 

 
  

                                                   
15 「長期化」「負担が大きくなった」との回答に関しては、ほとんどの学生にとっては就職活動の経験が本年のみであ

り、前年との比較ができるものではないことに留意が必要である。 
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主に大学４年生時（大学院修士課程（博士前期課程）２年生

時）の授業と重なり、授業がおろそかになった

卒業論文（研究）・修士論文（研究）の時期と重なり、

論文（研究）のための時間が十分に確保できなかった

教育実習と時期が重なった

就職先決定までの期間が短くなり、就職先が決まらない

可能性があった

就職活動の期間が実質的に長期化し、負担が大きくなった

どのように就職活動に臨めばよいかよくわからなかった

企業に関する情報収集の期間が長くなり、もどかしかった

ボランティア、部活動、クラブやサークル活動など課外活動

に取り組む機会が減った

その他

特にない

わからない

大学4年生(n=1,614)
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②大学院生の認識 

大学院修士課程（博士前期課程）1 年生に関して、「就職活動時期後ろ倒し」について不安に思って

いることをみると、「卒業論文（研究）・修士論文（研究）の時期と重なり、論文（研究）のための時

間が十分に確保できない」の回答割合が最も高く、76.9%の者が回答している（図表 3-4-3）。 
大学院修士課程（博士前期課程）2 年生に関して課題になったことについても、「卒業論文（研究）・

修士論文（研究）の時期と重なり、論文（研究）のための時間が十分に確保できなかった」の回答割

合が最も高く、70.3%となっている（図表 3-4-4）。 
 

図表 3-4-3 大学院修士課程（博士前期課程）1 年生、「就職活動時期後ろ倒し」について 
不安に思っていること（最大 3 つまで選択） 

  
図表 3-4-4 大学院修士課程（博士前期課程）2 年生、「就職活動時期後ろ倒し」について 

就職活動中に課題になったこと（最大 3 つまで選択） 
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41.9 

58.5 

16.9 
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主に大学４年生時（大学院修士課程（博士前期課程）２年生

時）の授業と重なり、授業がおろそかになる

卒業論文（研究）・修士論文（研究）の時期と重なり、

論文（研究）のための時間が十分に確保できない

教育実習と時期が重なる

就職先決定までの期間が短くなり、就職先が決まらない

可能性がある

就職活動の期間が実質的に長期化し、負担が大きくなる

どのように就職活動に臨めばよいかよくわからない

企業に関する情報収集の期間が長くなり、もどかしい

ボランティア、部活動、クラブやサークル活動など課外活動

に取り組む機会が減る

その他

特にない

わからない

大学院修士課程（博士前期課程）1年生(n=467)
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主に大学４年生時（大学院修士課程（博士前期課程）２年生

時）の授業と重なり、授業がおろそかになった

卒業論文（研究）・修士論文（研究）の時期と重なり、

論文（研究）のための時間が十分に確保できなかった

教育実習と時期が重なった

就職先決定までの期間が短くなり、就職先が決まらない

可能性があった

就職活動の期間が実質的に長期化し、負担が大きくなった

どのように就職活動に臨めばよいかよくわからなかった

企業に関する情報収集の期間が長くなり、もどかしかった

ボランティア、部活動、クラブやサークル活動など課外活動

に取り組む機会が減った

その他

特にない

わからない

大学院修士課程（博士前期課程）2年生(n=506)
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③文系・理系別の課題になったこと 

就職活動中に課題になったことを文系・理系別にみると、大学 4 年生の文系の学生では、理系の学

生と比べて、「就職活動の期間が実質的に長期化し、負担が大きくなった」との回答割合が高くなって

いる（図表 3-4-5）。 
大学院修士課程（博士前期課程）2 年生については、文系・理系ともに「卒業論文（研究）・修士論

文（研究）の時期と重なり、論文（研究）のための時間が十分に確保できなかった」の割合が最も高

くなっており、また、理系の学生では、「就職活動の期間が実質的に長期化し、負担が大きくなった」

との回答割合が高くなっている（図表 3-4-6）。 
 

図表 3-4-5 大学 4 年生の文系・理系別、「就職活動時期後ろ倒し」について 
就職活動中に課題になったこと（最大 3 つまで選択） 

  
図表 3-4-6 大学院修士課程（博士前期課程）2 年生の文系・理系別、「就職活動時期後ろ倒し」 

について就職活動中に課題になったこと（最大 3 つまで選択） 
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主に大学４年生時（大学院修士課程（博士前期課程）２年生

時）の授業と重なり、授業がおろそかになった

卒業論文（研究）・修士論文（研究）の時期と重なり、

論文（研究）のための時間が十分に確保できなかった

教育実習と時期が重なった

就職先決定までの期間が短くなり、就職先が決まらない

可能性があった

就職活動の期間が実質的に長期化し、負担が大きくなった

どのように就職活動に臨めばよいかよくわからなかった

企業に関する情報収集の期間が長くなり、もどかしかった

ボランティア、部活動、クラブやサークル活動など課外活動

に取り組む機会が減った

その他

特にない

わからない

大学4年生・文系(n=1,229) 大学4年生・理系(n=385)
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主に大学４年生時（大学院修士課程（博士前期課程）２年生

時）の授業と重なり、授業がおろそかになった

卒業論文（研究）・修士論文（研究）の時期と重なり、

論文（研究）のための時間が十分に確保できなかった

教育実習と時期が重なった

就職先決定までの期間が短くなり、就職先が決まらない

可能性があった

就職活動の期間が実質的に長期化し、負担が大きくなった

どのように就職活動に臨めばよいかよくわからなかった

企業に関する情報収集の期間が長くなり、もどかしかった

ボランティア、部活動、クラブやサークル活動など課外活動

に取り組む機会が減った

その他

特にない

わからない

大学院修士課程（博士前期課程）2年生・文系(n=140)

大学院修士課程（博士前期課程）2年生・理系(n=366)




